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監査結果の報告 

 

１ 監査基準 

  本監査は、栄町監査基準に準拠し実施した。 

 

２ 監査等の種類 

  地方自治法第１９９条第１項及び第４項の規定に基づく定例監査 

 

３ 監査等の対象 

 （１）対象機関 

   議会事務局、町長部局、選挙管理委員会事務局、農業委員会事務局、消

防本部、教育委員会事務局、固定資産評価審査委員会事務局及び監査委員

事務局 

 

 （２）対象範囲 

   令和３年４月１日から令和３年９月３０日までに執行された財務に関す

る事務の執行等 

 

４ 監査等の実施場所及び日程 

 （１）実施場所 

   栄町役場３階第２会議室 

 

 （２）監査日程 

   令和３年１０月２８日 

 

５ 監査等の主な実施内容 

  監査の基礎資料として、あらかじめ各課に対し、予算執行状況及び主要事

業の執行状況等の関係資料の提出を求めるとともに、所属長等から概要聴取

を行い、適正かつ効率的に行われているかについて監査を実施した。 

 （１）監査資料（予算執行状況） 

   ①令和３年度栄町一般会計予算執行表 

   ②令和３年度栄町国民健康保険特別会計予算執行表 

   ③令和３年度栄町後期高齢者医療特別会計予算執行表 

   ④令和３年度栄町介護保険特別会計予算執行表 

   ⑤令和３年度栄町矢口工業団地拡張事業特別会計予算執行表 

   ⑥令和３年度下水道事業会計予算執行表 

 



 （２）各課個別項目 

   ①公共的空間安全・安心確保事業（役場庁舎）について【財政課】 

   ②ふるさと納税事業について【企画政策課】 

   ③新型コロナウイルスワクチン接種事業について【健康介護課】 

   ④産婦健診事業について【福祉・子ども課】 

   ⑤ごみ減量化施策推進事業について【環境協働課】 

   ⑥農地多面的機能交付金事業について【産業課】 

   ⑦公園等管理事業について【まちづくり課】 

   ⑧福利厚生事業について【総務課】 

   ⑨地域防災計画改訂事業について【総務課】 

 

６ 監査等の結果及び意見 

  財務に関する事務の執行に関する監査の結果、関連法令等及び予算に基づ

き、おおむね適正に執行されていると認められた。 

 

 （１）一般会計 

   ９月末現在の歳入の執行状況については、予算現額７７億６７１万３千

円に対し、収入済額は３７億５，２３３万２千円で収入率は４８．７％と

なっており、支出済額は２８億２３２万円で、執行率は３６．４％となっ

ている。 

   歳入については、普通交付税が増加したものの、町税、国勢調査委託金

及び定額給付金などの減少により、昨年度と比較して２０億４，７００万

１千円減額した。 

   また、町税などの収納率をみると、前年度と比較して現年度分は０．５

ポイント、滞納繰越分についても０．６ポイント上昇し、９月末の全体の

収納率は５４．３％と前年度を上回っている。 

   昨年度は、新型コロナウイルス感染症関連の特別定額給付金事業などの

増加により例年と比較して財政規模が大きく膨らんでいたが、今年度にお

いては、定額給付金事業に係る国庫支出金の減額等による影響もある中で、

収納事務全般としては前年度を上回っているため、今後とも収納率向上に

向けた取り組みに期待する。 

   歳出については、厳しい財政状況の中、予算執行計画に基づき計画的に

執行されていた。 

 

 （２）国民健康保険特別会計 

   ９月末現在の歳入の執行状況については、予算現額２７億７，２５８万

５千円に対し、収入済額は１２億５，７４４万１千円で収入率は 



  ４５．４％となっており、支出済額は１１億５，０６５万３千円で、執行

率は４１．５％となっている。 

   特に指摘事項もなく、法令等に準拠して適正に執行されていると認めら

れた。 

 

 （３）後期高齢者医療特別会計 

   ９月末現在の歳入の執行状況については、予算現額２億７，２００万９

千円に対し、収入済額は１億１４８万６千円で収入率は３７．３％となっ

ており、支出済額は５，５３４万４千円で、執行率は２０．３％となって

いる。 

   特に指摘事項もなく、法令等に準拠して適正に執行されていると認めら

れた。 

 

 （４）介護保険特別会計 

   ９月末現在の歳入の執行状況については、予算現額１８億９，３２８万

円に対し、収入済額は８億１，０６５万２千円で収入率は４２．８％と 

  なっており、支出済額は６億４，３９５万７千円で、執行率は３４．０％

となっている。 

   特に指摘事項もなく、法令等に準拠して適正に執行されていると認めら

れた。 

 

 （５）矢口工業団地拡張事業特別会計 

   ９月末現在の歳入の執行状況については、予算現額８億９，２３１万３

千円に対し、収入済額は４，９２８万円で収入率は５．５％となっており、

支出は未執行となっている。 

   支出の未執行においては、監査対象期間内には執行されていないが、収

入済に係る執行手続は既に完了し、本監査日現在においては既に執行され

ていることを確認するとともに、その他を含め、法令等に準拠して適正に

執行されていると認められた。 

 

 （６）下水道事業会計 

   ①収益的収入及び支出 

    ９月末現在の収入の執行状況については、予算現額６億４，３３５万

８千円に対し、収入済額は２億９５８万円で収入率は３２．６％となっ

ており、支出の執行状況については、予算現額６億４，０５５万７千円

に対し、支出済額は１億１９７万９千円で、執行率は１５．９％となっ

ている。 



    支出の執行率においては、昨年９月に執行した減価償却費を年度末に

行うこととしたことから低い数値となっていることを確認するとともに、

その他を含め、法令等に準拠しておおむね適正に執行されていると認め

られた。 

 

   ②資本的収入及び支出 

    ９月末現在の収入の執行状況については、予算現額２億６，４２３万

８千円に対し、収入済額は２，１６１万２千円で収入率は８．２％と 

   なっており、支出の執行状況については、予算現額３億６，２５７万１

千円に対し、支出済額は１億２６万４千円で、執行率は２７．７％と 

   なっている。 

    収入の執行率においては、一般会計繰入金、補助金等の収入が今後と

なるため現状では低い数値となっていることを確認するとともに、その

他を含め、法令等に準拠しておおむね適正に執行されていると認められ

た。 

 

 （７）各課等の監査結果 

   ①公共的空間安全・安心確保事業（役場庁舎）について【財政課】 

    本事業は、役場庁舎内における新型コロナウイルス感染防止対策に必

要な衛生消耗品を購入し、来庁者及び職員間の感染防止を図るものであ

る。 

    予算現額１９２万円に対し、支出済額は３７万４千円で執行率は 

   １９．５％となっており、飛沫感染防止用上パーテーション及びサージ

カルマスクを購入している。 

    特に指摘事項もなく、法令等に準拠して適正に執行されていると認め

られた。 

 

   ②ふるさと納税事業について【企画政策課】 

    本事業は、生まれ故郷や応援したい自治体に使い道を指定し寄附する

ことで、寄附金のうち２千円を超える部分について所得税や住民税の控

除を受けることができ、謝礼品を受け取れるものである。 

    予算現額１億２６６万１千円に対し、支出済額は４９１万１千円で執

行率は４．８％となっており、謝礼品、郵送料等で支出している。 

    町の重要な財源にもなることから、謝礼品の選定、手続の簡素化など

これまでと同様に本事業の推進に取り組むよう期待する。 

 

 



   ③新型コロナウイルスワクチン接種事業について【健康介護課】 

    本事業は、新型コロナウイルスワクチンの接種体制を確保し、円滑に

接種を推進することにより、感染の拡大を防止し、町民の生命及び健康

を守ることを目的とするものである。 

    予算現額２億４８１万１千円に対し、支出済額は１億１，１０２万４

千円で執行率は５４．２％となっており、主にワクチン接種を行うため

の医療機関等に対する委託料で支出している。 

    特に指摘事項もなく、法令等に準拠して適正に執行されていると認め

られた。 

 

   ④産婦健診事業について【福祉・子ども課】 

    本事業は、出産後間もない時期の産婦に対し、母体の身的機能の回復

や精神状態を把握するため、医療機関において健康診査を行うものであ

る。 

    予算現額８５万５千円に対し、支出済額は１４万円で執行率は 

   １６．４％となっており、主に産婦に対する健康診査を行うための医療

機関等に対する委託料で支出している。 

    今年度からの新規事業であるため、関係医療機関への働きかけや産婦

に対する周知など、本事業の推進を図られたい。 

 

   ⑤ごみ減量化施策推進事業について【環境協働課】 

    本事業は、剪定枝や除草の拠点回収事業、粗大ごみ・不燃ごみから鉄

や木材、ガラス類などを選別して資源化を図る事業、自治組織の協力を

得て生ごみ集団資源回収モデル事業などごみ処理に係る財政負担の軽減

と環境負荷の低減を図るための取組みを行うものである。 

    予算現額２，１５５万１千円に対し、支出済額は６７５万円で執行率

は３１．３％となっており、主に運搬費、処理費等で支出している。 

    現状においては町民一人１日当たりのごみ排出量は５１６．２３ｇと 

   なっているが、削減目標である４５４ｇに達するよう今後もごみ減量化

の推進に取り組んでいただきたい。 

 

 

   ⑥農地多面的機能交付金事業について【産業課】 

    本事業は、農業・農村の多面的機能（国土保全・水源のかん養・景観

形成等）の発揮のための地域活動や営農の継続等に対する支援を行い、

多面的機能が適切に発揮されるようにするとともに担い手の育成等の構

造改革を後押しするものである。 



    対象団体毎の計画に基づく草刈や水路の泥上げなどの維持活動に対し

て、農地１０アール当たり、田で３千円、畑で２千円を基準として８団

体が交付を受けている。 

    予算現額１，９２０万９千円に対し、支出済額は１，８５５万円で執

行率は９６．６％となっており、主に補助金で支出している。 

    特に指摘事項もなく、法令等に準拠して適正に執行されていると認め

られた。 

 

   ⑦公園等管理事業について【まちづくり課】 

    本事業は、公衆用トイレ清掃業務、公園等除草業務など公園や緑地等

の公共用地を適正に管理し、地域の景観や生活環境の維持を図るもので

ある。 

    安食駅前公衆トイレは２日に１回の清掃で、年間１８３回のうち９２

回実施し、水と緑の運動広場、竜角寺台近隣公園、安食第一近隣公園、

房総のむら多目的広場、自転車道休憩所ついては、月・金の週２回、年

間１０３回のうち５１回実施している。 

    また、公園及び緑地の除草作業について、公園除草は延べ面積３７万 

   ３，０５６㎡のうち２４万８，８４１㎡を実施し、緑地除草は延べ面積

３５万１，７３６㎡のうち１８万４，１０３㎡を実施している。 

    予算現額２，７４５万円に対し、支出済額は１，３６７万３千円で執

行率は４９．８％となっており、委託料で支出している。 

    業務完了報告書、作業日報、出来高調書、実施工程、実施の写真の提

出を受けて、それに合わせて現地の確認をしているとのことであるが、

公園等除草作業委託に係る作業日報について、作業内容の詳細をより明

確にして報告してもらい、検査を行うよう要望する。 

 

   ⑧福利厚生事業について【総務課】 

    本事業は、職員及びその家族の生活の安定と福祉の向上を図るため、

職員の退職手当の支給や公務災害補償の事務手続を行う事業であって、

当該事務を共同処理する千葉県市町村総合事務組合などへ負担金を支出

するものである。 

    予算現額１億９，３６１万７千円に対し、支出済額は１億９，３５４

万４千円で執行率は９９．９６％となっており、退職手当組合へ負担金

で支出している。 

    特に指摘事項もなく、法令等に準拠して適正に執行されていると認め

られた。 

 



   ⑨地域防災計画改訂事業について【総務課】 

    本事業は、災害対策基本法に基づき策定される「栄町地域防災計画」

について、町民の生命財産を守ることを第一義とし、近年の急激な気候

変動への対応や多様化する避難の在り方などを明確にしつつ、予防や減

災の考え方、災害への対応施策などを確実なものにするため、２か年の

継続事業として同計画の改訂作業を行うものである。 

    予算現額１８０万円に対し、支出済額は１７６万円で執行率は 

   ９７．７％となっており、委託料で支出している。 

    特に指摘事項もなく、法令等に準拠して適正に執行されていると認め

られた。 

 


